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文化財と生きる私たち  １・２

３

３
奈良市との災害時の協定、
観光交流宣言  

住宅リフォームへの助成を開始  

主な記事

世帯数：73,318（前月比 ＋33）世帯 人口：174,383（前月比 －29）人 住民基本台帳法の改正に基づき、８月１日現在の数字は集計中

　　鎌倉の歴史的遺産は、鎌倉ばかりでなく日本全体にとってもかけ
がえのない資源・資産です。この中核をなすのが文化財です。私た
ちは豊かな文化財に囲まれ、独自な歴史と共に生活していることを
大切にし、次世代に伝えていかなければなりません。

京
都
・
奈
良
と
同
水
準

の
文
化
財
件
数

　

地
域
の
歴
史
や
文
化
を
今
に
伝
え
る

も
の
の
総
称
を
「
文
化
財
」
と
い
い
ま

す
（
体
系
図
）。
歴
史
上
・
芸
術
上
、

価
値
の
高
い
も
の
な
ど
を
確
実
に
後
世

に
引
き
継
ぐ
た
め
、
国
・
県
・
市
で
指

定
し
、
保
護
を
図
っ
て
い
ま
す
。
美
術

工
芸
品
な
ど
の
有
形
文
化
財
か
ら
民
俗

芸
能
、
ま
た
地
中
に
埋
ま
っ
た
状
態
の

も
の
ま
で
広
範
囲
に
わ
た
り
、
鎌
倉
で

は
、
市
民
一
人
当
た
り
の
指
定
文
化
財

件
数
は
、
京
都
市
、
奈
良
市
と
同
水
準

で
す
。発

掘
を
重
ね
て
明
ら
か     

に
さ
れ
る
中
世
鎌
倉

　

武
家
の
都
で
あ
っ
た
鎌
倉
は
、
旧
市

街
地
を
中
心
に
中
世
（
鎌
倉
時
代
〜
室

町
時
代
）
の
遺
跡
が
特
に
多
く
残
る
全

国
で
も
珍
し
い
地
域
で
あ
り
、
市
域
の

６
割
以
上
が
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
と
な

っ
て
い
ま
す
（
２
面
地
図
）。
住
宅
の

建
て
替
え
な
ど
で
地
中
の
埋
蔵
文
化
財

が
失
わ
れ
て
し
ま
う
場
合
に
は
、
記
録

と
し
て
残
す
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
発
掘
調
査
を

進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
積
み
重
ね
に
よ

り
当
時
の
様
子
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

数
多
く
の
遺
構
や
遺
物
の
発
見
か

ら
、
武
家
屋
敷
の
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
様
相
や
、
当
時
の
幹
線
道

路
の
様
子
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
昨
年
は
一
の
鳥
居
付
近
で
鎧

（
写
真
Ａ
）
や
約
２
千
枚
の
埋
蔵
銭
が

出
土
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
歴
史
書

に
書
か
れ
て
い
な
い
庶
民
の
暮
ら
し
の

様
子
も
次
々
と
わ
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

指
定
さ
れ
た
文
化
財
も
、
庶
民
の
日

用
品
も
、
同
じ
く
中
世
鎌
倉
の
生
活
の

様
相
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら

を
全
体
的
に
捉
え
る
こ
と
で
、
よ
り
深

み
の
あ
る
歴
史
を
語
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

文化財と生きる私たち文化財と生きる私たち

【文化財の体系図】

下馬周辺遺跡で出土した鎧（よろい）。竪穴建物の床に掘られた穴に納め
られていた。鎌倉時代の鎧が、部位がまとまった状態で出土することは
大変珍しく、国内では２例目。同じ建物から約2,000枚の埋蔵銭も出土した。

（公財）かながわ考古学財団

北条時房・顕時邸跡（雪ノ下一丁目）で、まな板や箸などの木製品に
混じって出土した不動明王と思われる木製仏像（左）。大倉幕府跡で出
土した食器類（中央）と常滑焼（とこなめやき）の甕（かめ）（右）。

円覚寺門前遺跡で発見された中世の庶民の住居跡。
白い印を付けた丸い穴が柱を立てた跡。

写真提供：写真Ａ

2面に続く

（写真は市内の事例）

文化財課…☎61－3857

円覚寺門前遺跡の調査風景。烏帽子（えぼし）が出土した。
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永よ
う

福ふ
く

寺じ

は
、
源
頼
朝

に
よ
り
建
久
３
年(

１

１
９
２)
、
奥
州
合
戦

で
亡
く
な
っ
た
弟
・
義

経
や
藤
原
泰
衡
ら
数
万

の
霊
を
供
養
す
る
た
め

に
建
て
ら
れ
た
大
寺
院

で
す
。

　

現
在
は
廃
寺
で
す

が
、
鎌
倉
時
代
を
代
表

す
る
遺
跡
と
し
て
国
の

史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

か
つ
て
、
頼
朝
と
政
子
を
は
じ

め
、歴
代
の
将
軍
が
法
要
に
訪
れ
、

祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

お
堂
の
前
に
は
池
が
あ
り
、
桜

や
梅
の
木
が
植
え
ら
れ
た
庭
園
で

は
、
頼
家
ら
が
蹴け

鞠ま
り

を
楽
し
み
、

実
朝
が
歌
を
詠
み
ま
し
た
。
し
か

し
、
応
永
12
年(

１
４
０
５)

の
火

事
で
焼
失
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
昭
和
42
年
（
１
９
６

７
）
か
ら
こ
の
土
地
の
公
有
地
化

を
進
め
て
お
り
、
計
15
年
に
わ
た

る
発
掘
調
査
の
成
果
を
も
と
に
、

現
在
、
史
跡
の
復
元
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

永
福
寺
跡
の
復
元
整
備

▼
平
成
23
年
度
…
植
生
保
存
地
区

の
造
成
、
園
路
舗
装
、
植
栽
・

フ
ェ
ン
ス
・
門
扉
・
四
カ
国
語

の
説
明
板
の
設
置
、
三
堂
基
壇

（
二
階
堂
・
阿
弥
陀
堂
・
薬
師

堂
の
建
物
基
礎
）
の
復
元
に
使

用
す
る
礎
石
・
束
石
を
展
示

▼
24
年
度
…
礎
石
・
束
石
を
用
い

て
、
25
年
２
月
ま
で
に
三
堂
基

壇
の
復
元
、
植
生
保
存
地
区
の

植
栽
・
フ
ェ
ン
ス
・
門
扉
を
設

置
▼
25
〜
27
年
度
…
苑え

ん

池ち

や
、
三
堂

を
つ
な
ぐ
翼
廊
の
礎
石
な
ど
を

復
元
し
、
併
せ
て
苑
池
周
辺
の

整
備
を
予
定

※
こ
れ
ら
の
復
元
整
備
工
事
は
、
国
や
県

の
補
助
金
を
得
て
行
っ
て
い
ま
す
。
補

助
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
整
備
に
要
す

る
期
間
が
延
び
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　
「
旧
内う

つ
み海
家
住
宅
」
は
旧
手
広

村
の
名
主
・
内
海
家
の
母
屋
だ
っ

た
建
物
で
、
江
戸
時
代
の
宝
永
３

年
（
１
７
０
６
）
に
建
て
ら
れ
ま

し
た
。
昭
和
53
年
に
県
の
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
、
55
年
、
覚か

く

園お
ん

寺じ

の
ご
厚
意
に
よ
り
、
境
内
に
移

築
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
か
ら
修
理
工
事
が

行
わ
れ
て
お
り
、
か
や
ぶ
き
屋
根

の
ふ
き
替
え
や
土
壁
の
塗
り
直
し

な
ど
を
経
て
、
本
来
の
姿
に
よ
み

が
え
り
ま
し
た
。

　

修
理
中
の
３
月
と
６
月
に
、
近

隣
の
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た

見
学
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
足
場

に
上
っ
て
屋
根
を
水
が
伝
う
様
子

を
観
察
し
た
り
、
か
ま
ど
で
火
を

た
い
た
り
、
昔
の
暮
ら
し
を
知
る

貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

大船大船

富士見町富士見町

北鎌倉北鎌倉

NN

湘南町屋湘南町屋

湘南深沢湘南深沢

西鎌倉西鎌倉

片瀬山片瀬山

腰越腰越
鎌倉高校前鎌倉高校前

七里ヶ浜七里ヶ浜

稲村ヶ崎稲村ヶ崎
極楽寺極楽寺

長谷長谷
由比ヶ浜由比ヶ浜

鎌倉鎌倉

文
化
財
課

　

内
線
２
４
５
９

永
福
寺
跡
を
復
元
整
備
中
文
化
財
課

　

内
線
２
６
７
１

か
ま
ど
で
火
た
き
を
体
験

｢武家の古都・鎌倉｣ 見守り事業を実施
文化財課　内線2671

　鎌倉の持つ歴史や文化財について理
解と関心を深め、伝統を知ることは、
私たちが住むまちへの愛着を育む上で
も大切なことです。市でも有形文化財
や本市独自の伝統芸能・工芸などの保
存・継承を進めています。
　鎌倉市は、市域の６割以上が埋蔵文
化財包蔵地となっています(下図)。発
掘調査により貴重な考古資料が出土し
ており、保管･研究･展示する施設の整

永福寺想像図｡ 建物は復元しま
せんが、建物の跡を示す基壇（礎
石）と橋脚を復元する予定です

備が求められています。
　また、鎌倉は三方を山に囲まれ、日
本最初の武家政権都市の特徴を示す要
害的な地形を今に伝えています。谷戸
や海浜には31カ所の国指定史跡があ
り、今後も歴史的・学術的に重要な場
所の保存を図っていく必要があります。
　また現在、史跡永福寺跡では復元整
備を進めており、近い将来、皆さんに
公開していきたいと考えています。

１面より
つづき文化財と生きる私たち

　包蔵地で土木・建築工事（住宅の建築・建
て替え、宅地造成など）を行う際は、工事着
手の60日前までに文化財保護法に基づく届
け出が必要となります。この届け出は、埋蔵
文化財に影響しない場合でも必要になりま

すのでご注意くださ
い。この図はおおよ
その範囲を示すもの
です。実際の工事に
あたっては文化財課
でご確認ください。

文化財部長の
島田正樹です

担 当 よ り

　市では市民団体と連携して、７月から ｢武家
の古都・鎌倉｣ 見守り事業を実施しています。
　国指定史跡のうち、社寺境内は各社寺による
保存管理が図られていますが、切通などは市が
土地所有者と連携して管理・整備を図っていま
す。世界遺産登録の候補資産には広大な山稜部
が含まれており、現状を適切に把握するには市
民の皆さんの協力が不可欠です。
　このため、市内で活動している団体の協力を
得て、歴史的遺産の保全状況を適切に把握し、
維持・管理を行うことを目的に、見守り事業を
始めました。当面、下記の５団体の協力を得て
いますが、今後も協力の輪を広げて事業を進め
ていく予定です。各団体が通常の活動の中で倒
木・がけ崩れ・落書きなどを発見した場合、市
が迅速な対応を図ります。

「見守り事業」の協力団体
鎌倉風致保存会、鎌倉ガイド協会、

鎌倉ガーディアンズ、ハイキング・クリーン、
キープ鎌倉クリーン推進会議（順不同）

市域の６割以上に埋蔵文化財 ～土木･建築工事の60日前までに届け出を～  文化財課　内線2459

近
隣
の
小
・
中
学
生
が
見
学

県
指
定
重
要
文
化
財｢
旧
内
海
家
住
宅｣

　市域の約６割は、遺跡（埋蔵文
化財）の存在する「周知の埋蔵文
化財包蔵地」となっています。

◆

　埋蔵文化財は可能な限り現状のまま
保存を図り、次世代に引き継ぐべきも
のですが、やむを得ず、工事などによ
り埋蔵文化財に影響を及ぼす場合は、
原則として発掘調査が必要となります。
発掘調査は事業を実施する人のご負担
でご協力いただくこととなりますが、
個人住宅の建設などの場合、市が公費
で実施できる場合もありますので、
計画にあたっては、事前に
ご相談をお願いします。

◆

　今まで長い間、地下に残さ
れてきた遺跡の情報は、鎌倉
と日本の歴史を解明する上で
貴重なものです。これらがや
むなく失われてしまう場合
に、確実に調査し、記録とし
て残していくため、市民の皆
さんのご理解・ご協力をお願
いします。

か
や
ぶ
き
屋
根
に
水
が
伝
う
様
子
を
見
学

手広交差点

関谷インター

●鎌倉中央公園 永福寺跡

旧内海家住宅(覚園寺内)

史跡指定地

埋蔵文化財包蔵地

※平成24年4月1日現在
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私の好きな鎌倉
海外出身の市民の目から

②

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の

助
成
制
度
が
始
ま
り
ま
す
建
築
住
宅
課

☎
61
局
３
６
７
９

　

住
宅
の
耐
震
面
と
防
災
面
を
強

化
す
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
を
行
う
人
に
工
事
費
の

助
成
を
行
い
ま
す
。

対
象
者
…
市
内
に
住
民
登
録
が
あ

り
、
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
住
宅
の

所
有
者
で
そ
こ
に
居
住
し
、
市

税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

対
象
住
宅
…
市
内
に
あ
る
、
戸
建

て
住
宅
、
店
舗
な
ど
と
の
併
用

住
宅
・
集
合
住
宅
の
住
宅
部
分

対
象
工
事
…
こ
れ
か
ら
着
工
予
定

で
、
市
内
の
施
工
業
者
が
工
事

を
行
い
、
工
事
費
（
消
費
税
を

除
く
）
が
10
万
円
以
上
の
工
事

助
成
金
額
…
一
律
５
万
円　

※
木

造
住
宅
耐
震
改
修
工
事
費
等
補

助
金
交
付
要
綱
に
基
づ
い
た
工

事
を
す
る
人
が
行
う
リ
フ
ォ
ー

ム
で
工
事
費（
同
）が
20
万
円
以

上
の
場
合
は
一
律
10
万
円

募
集
件
数
…
25
件　

※
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
。
今
年
度
の
募

集
は
２
回
で
次
は
秋
頃
を
予
定

申
し
込
み
…
８
月
20
日
〜
９
月
７

日
に
建
築
住
宅
課
（
分
庁
舎
）

へ
申
請
書
を
持
参
。申
請
書
・

案
内
書
は
８
月
15
日
以
降
に
同

課
で
配
布
（
申
請
書
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
可
）

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
案

内
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い

「
文
化
を
保
つ
」
と
い
う
こ
と

　

鎌
倉
に
つ
い
て
海
外
の
友
人

に
紹
介
す
る
と
き
、
50
以
上
も

の
社
寺
が
点
在
す
る
木
々
の
溢

れ
る
山
々
や
海
に
つ
い
て
話
し

ま
す
。
豪
壮
な
大
仏
や
、
禅
宗

の
彫
刻
、
美
し
い
庭
園
の
写
真

を
見
せ
、
能
や
歌
舞
伎
で
演
じ

ら
れ
る
頼
朝
や
義
経
と
静
御
前

の
物
語
を
聞
か
せ
、
私
た
ち
が

愛
す
る
古
都
鎌
倉
の
趣
を
伝
え

ま
す
。
彼
ら
は
そ
れ
ら
に
感
銘

を
受
け
ま
す
が
、
本
当
に
求
め

て
い
る
の
は
古
く
か
ら
の
家
並

み
や
自
然
を
含
め
た
、
街
全
体

の
美
し
さ
な
の
で
す
。
イ
ギ
リ

ス
で
は
古
い
街
や
村
が
全
体
的

に
美
し
く
保
た
れ
ま
す
が
、
残

念
な
が
ら
鎌
倉
で
は
そ
れ
は
失

わ
れ
続
け
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

最
近
と
て
も
感
銘
を
受
け
た

の
は
、
若
い
方
々
が
古
い
も
の

に
新
し
い
息
吹
を
吹
き
込
ん
で

い
る
こ
と
で
す
。
伝
統
的
な
建

物
を
使
っ
て
、食
や
デ
ザ
イ
ン
、

ア
ー
ト
な
ど
を
テ
ー
マ
と
す
る

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
、
街
に

魅
力
と
活
気
を
生
み
出
し
て
い

ま
す
。
ま
た
地
元
の
大
工
さ
ん

に
よ
っ
て
伝
統
と
現
代
の
快
適

さ
を
兼
ね
備
え
た
趣
の
あ
る
家

も
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
は
古
き
良
き
文
化
を
維
持
し

つ
つ
、
新
し
さ
を
取
り
入
れ
る

こ
と
が
可
能
な
こ
と
を
証
明
し

て
い
ま
す
。
こ
の
両
方
が
美
し

く
調
和
し
て
こ
そ
、
国
内
外
か

ら
の
全
て
の
旅
人
が
本
当
の
意

味
で
鎌
倉
ら
し
さ
を
経
験
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

文
化
を
保
つ
と
は
、歴
史
的
・

宗
教
的
な
場
所
だ
け
を
守
る
の

で
は
な
く
、
そ
の
文
化
を
ト
ー

タ
ル
に
保
護
し
育
む
こ
と
で

す
。
そ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
の
よ
う
に

古
い
街
並
み
や
木
々
や
小
道
、

芸
術
も
食
文
化
も
全
て
含
ま
れ

る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
こ
こ

で
生
活
し
、働
き
、栄
え
る
人
々

の
生
き
た
文
化
の
こ
と
な
の
で

す
。
私
の
願
い
は
、
単
に
便
利

さ
の
み
を
求
め
て
鎌
倉
ら
し
さ

を
失
う
の
で
は
な
く
、
こ
の
か

け
が
え
の
な
い
文
化
を
背
景
に

街
全
体
が
よ
り
美
し
く
調
和
さ

れ
て
い
く
こ
と
で
す
。

英
国
生
ま
れ
。
鎌
倉
市
在
住
20

年
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
英
語
講
師
、　

編
集
者
兼
ラ
イ
タ
ー
、
声
優
。　

イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
経

験
も
。
趣
味
は
弓
道
。

ご
み
の
戸
別
収
集

と

有

料

化

　

現
在
、
家
庭
系
ご
み
は
ク
リ

ー
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
収
集

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
カ
ラ
ス

に
よ
り
ク
リ
ー
ン
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
周
辺
が
汚
れ
る
こ
と
や
、
燃

や
す
ご
み
に
、
本
来
分
別
さ
れ

る
べ
き
資
源
物
が
混
入
し
て
い

る(

重
さ
に
し
て
約
25
％)
こ

と
が
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

各
家
庭
の
前
に
ご
み
を
出
し

て
収
集
す
る
戸
別
収
集
（
マ
ン

シ
ョ
ン
な
ど
の
集
合
住
宅
を
除

く
）
は
、
ク
リ
ー
ン
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
周
辺
の
ご
み
の
散
乱
が
防

げ
る
と
と
も
に
、
出
し
た
人
が

明
確
に
な
る
た
め
、
資
源
物
の

混
入
が
減
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

ま
た
今
後
は
、
併
せ
て
有
料

化
も
実
施
す
る
こ
と
で
、
燃
や

す
ご
み
の
発
生
を
抑
制
し
、
出

す
ご
み
の
量
に
応
じ
た
負
担
の

公
平
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

【
戸
別
収
集
の
実
施
】

　

10
月
か
ら
鎌
倉
山
・
七
里
ガ

浜
・
山
ノ
内
の
３
地
区
で
、
戸

別
収
集
の
モ
デ
ル
事
業
を
実
施

し
ま
す
。
対
象
と
な
る
ク
リ
ー

ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
順
次
、

案
内
を
掲
示
し
て
い
ま
す
。

【
戸
別
収
集
モ
デ
ル
事
業
実
施

地
区
追
加
説
明
会
】

　

お
お
む
ね
10
人
以
上
の
グ
ル

ー
プ
を
対
象
に
、
職
員
が
個
人

宅
な
ど
に
伺
っ
て
説
明
会
を
行

っ
て
い
ま
す
。
申
し
込
み
は
資

源
循
環
課
へ
。

【
問
い
合
わ
せ
】

資
源
循
環
課
…
☎
61
局
３
３
９
６

奈
良
市
と

災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締
結
し

観
光
交
流
を
宣
言
し
ま
し
た

総
合
防
災
課

☎
内
線
２
６
１
４

観
光
商
工
課

☎
61
局
３
８
８
４

　

７
月
21
日
、
市
は
奈
良
市
と
、

災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
に
関

す
る
協
定
を
締
結
し
、
観
光
交
流

宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

災

害

協

定

　

共
に
歴
史
的
風
土
と
文
化
遺
産

を
持
つ
古
都
と
し
て
、
本
市
と
奈

良
市
の
い
ず
れ
か
の
市
に
お
い
て

大
規
模
災
害
が
発
生
、
ま
た
は
発

生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
、
積

極
的
に
相
互
応
援
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
被
災
者
の
救
出
や

医
療
体
制
の
確
保
な
ど
人
命
に
関

す
る
支
援
の
ほ
か
、
歴
史
的
文
化

遺
産
の
被
災
調
査
へ
の
支
援
な

ど
、
迅
速
か
つ
円
滑
な
応
急
対
策

を
行
い
ま
す
。

【
協
定
の
主
な
内
容
】

●
食
糧
・
飲
料
水
・
生
活
必
需
品

な
ど
の
提
供

●
被
災
者
の
救
出
、
医
療
、
施
設

な
ど
の
応
急
復
旧
に
必
要
な
資

機
材
の
提
供

●
応
急
対
策
や
災
害
救
助
、
復
旧

活
動
な
ど
に
必
要
な
職
員
・
車

両
な
ど
の
提
供

●
歴
史
的
文
化
遺
産
の
被
災
調
査

へ
の
支
援

ヒ
ー
ラ
・
メ
ル
ロ
ー
ズ
・
ウ
ッ
ド
マ
ン

世界文化遺産登録を目指
す鎌倉の価値や魅力など
を、海外出身の市民の目
で語っていただきます。

観
光
交
流
宣
言

　

鎌
倉
文
化
の
興
隆
の
舞
台
と
な

っ
た
奈
良
と
鎌
倉
の
関
係
に
ち
な

み
、
両
市
の
観
光
資
源
を
有
効
活

用
し
、
住
民
の
生
活
や
自
然
環
境

に
留
意
し
な
が
ら
、
観
光
分
野
の

相
互
協
力
・
交
流
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。

【
宣
言
の
主
な
内
容
】

●
両
市
の
自
然
・
文
化
遺
産
を
国

　

の
誇
り
と
し
て
後
世
に
伝
え
、活

　

用
し
て
い
く
取
り
組
み
を
行
う

●
国
内
外
の
誘
客
促
進
の
た
め
の

　

連
携
を
図
る

●
行
政
や
観
光
関
連
団
体
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
団
体
が

相
互
に
交
流
・
連
携
で
き
る
基

礎
を
築
く

（※原文は英語。本人の了承を得て翻訳しました）

市政 e-モニターを募集しています 秘書広報課…内線2505

0120－3－82820
ホームインステッド鎌倉ステーション併設
ダスキンメリーメイド鎌倉店

6，300

分

（0467） 46－6775

■受付時間 月～金：AM9：30～PM8：00
       土 ：AM9：30～PM6：00
■休 診 日 日・祝日

予 約 制
相談無料
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１
月
〜
６
月
の
消
防
活
動

昨
年
比
で

火
災
は
同
件
数
、救
急
は
増
加

警
防
救
急
課

☎
25
局
７
５
０
７

　

鎌
倉
名
物
の
一
つ
で
も
あ
る

人
力
車
が
、
観
光
客
を
乗
せ
て

連
日
自
宅
の
前
を
通
過
し
ま

す
。こ
こ
に
住
み
始
め
た
こ
ろ
、

若
宮
大
路
か
ら
外
れ
た
こ
の
住

宅
街
の
一
角
に
ど
ん
な
観
光
ス

ポ
ッ
ト
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
、

行
っ
た
先
を
の
ぞ
い
て
み
る
と
、

滑
川
に
か
か
る
朱
塗
り
の
橋
で

写
真
撮
影
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
近
辺
で
は
見
か
け
な
い

朱
塗
り
の
橋
は
「
琴
弾
橋
」
と

い
い
、
山
の
緑
や
閑
静
な
古
民

家
の
間
で
、
ひ
と
き
わ
目
立
ち

ま
す
。
名
前
の
由
来
は
、
一
説

に
よ
る
と
鎌
倉
時
代
に
さ
か
の

ぼ
り
、
こ
の
橋
よ
り
も
少
し
東

側
の
小
高
い
丘
に
あ
っ
た
松
の

木
で
、
風
に
揺
れ
る
と
枝
の
な

び
く
音
が
琴
の
音
色
に
聞
こ
え

る
と
い
う
「
琴
弾
き
の
松
」
に

由
来
し
て
い
る
の
だ
と
か
…
。

　

私
も
主
人
と
毎
週
の
よ
う
に

散
歩
で
渡
り
ま
す
が
、
心
地
よ

い
川
の
流
れ
る
音
や
鳥
の
鳴
き

声
を
背
景
に
、
勢
い
よ
く
伸
び

る
新
芽
の
ま
ぶ
し
い
新
緑
や
、

色
彩
豊
か
な
秋
冬
な
ど
、
季
節

に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
顔
を
見

せ
、
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
橋

建
築
物
防
災
週
間

建
築
指
導
課

☎
61
局
３
５
８
９

　

８
月
30
日
〜
９
月
５
日
は
「
建

築
物
防
災
週
間
」で
す
。こ
れ
は
、

広
く
一
般
の
人
を
対
象
に
、
建
築

物
に
関
連
す
る
防
災
知
識
の
普
及

や
防
災
対
策
の
推
進
の
た
め
の
強

化
期
間
と
し
て
、
全
国
統
一
で
定

め
た
も
の
で
す
。

　

火
災
・
地
震
・
が
け
崩
れ
な
ど

に
よ
る
建
築
物
の
被
害
を
防
止

し
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
空
間

を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
適
切
な

維
持
管
理
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

を
、
建
築
物
の
所
有
者
お
よ
び
管

理
者
に
周
知
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
建
築
物
な
ど
の

安
全
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
こ
の
期
間
に
、
定
期
報

告
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
特
殊

建
築
物
の
安
全
点
検
を
行
い
ま

す
。
今
回
は
寮
・
保
養
所
な
ど
が

対
象
で
す
。
対
象
の
建
築
物
の
所

有
者
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

出
動
件
数
は

増

加

傾

向

　

救
急
出
動
件
数
は
、
昨
年
よ
り

81
件
多
い
４
６
４
４
件
で
実
際
に

病
院
へ
搬
送
さ
れ
た
人
は
55
人
多

い
４
４
３
０
人
で
し
た
。
そ
の
う

ち
重
症
者
以
上
（
死
亡
ま
た
は
３

週
間
以
上
の
入
院
加
療
が
必
要
）

は
３
５
８
人
（
８
・
１
％
）、
中

等
症
者
（
重
症
に
至
ら
な
い
が
入

院
が
必
要
）
は
２
０
７
８
人

（
46
・
９
％
）、
軽
症
者
（
入
院
を

必
要
と
し
な
い
）
は
１
９
９
４
人

（
45
％
）
で
す
。

【
救
急
車
の
適
正
利
用
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
】

　

市
で
は
救
急
救
命
士
が
乗
務
す

る
高
規
格
救
急
車
８
台
で
救
急
要

請
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

重
症
者
の
救
命
の
た
め
に
、
軽

い
け
が
や
発
熱
な
ど
緊
急
性
が
低

い
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、
自
家
用

車
な
ど
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

救
急
車
と
消
防
車
の
連
携

　

通
報
内
容
で
症
状
が
重
篤
と
判

断
し
た
場
合
や
、
救
急
現
場
が
高

層
階
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
な
い
場

合
な
ど
に
は
、
傷
病
者
を
迅
速
・

安
全
に
搬
送
す
る
た
め
、
消
防
車

を
同
時
に
出
動
さ
せ
る
こ
と
が
あ

り
、
こ
れ
を
「
Ｐ
Ａ
連
携
」
と
呼

ん
で
い
ま
す
。

上半期 火災の内訳
24年 23年 増減

火
災
種
別（
件
）

建物 12 11 ＋１
車両 ０ ２ －２
林野 ０ １ －１
その他 ５ ３ ＋２
合計 17 17 　０

死傷者
（人）

死者 ０ ０ 　０
負傷者 ３ ９ －６

損害額
（速報値・千円） 165 71,467 －71,302

24年 23年 増減
救急出動件数（件） 4,644 4,563 ＋81

（
人
）

救
急
搬
送
人
員

急病 2,922 2,876 ＋46
一般負傷 794 736 ＋58
交通事故 327 316 ＋11
その他 387 447 －60
合計 4,430 4,375 ＋55

で
す
。

　

人
力
車
と
琴
弾
橋
の
組
み
合

わ
せ
が
、今
で
は
私
に
と
っ
て
、

鎌
倉
の
古
都
の
部
分
を
感
じ
さ

せ
て
く
れ
る
お
気
に
入
り
の
風

景
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
先
も
、
こ
の
風
景
が
変

わ
ら
ず
に
残
っ
て
い
て
ほ
し
い

と
願
い
ま
す
。

【
鎌
倉
地
域　

飯
野
一
恵
】

　

全
て
の
消
防
車
に
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
な
ど

の
救
急
資
機
材
を
積
載
し
て
お

り
、
消
防
車
が
先
に
到
着
し
た
場

合
に
は
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で

の
間
、
消
防
隊
員
に
よ
り
応
急
処

置
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

救
命
率
の
向
上
な
ど
が
期
待
さ
れ

ま
す
。 

　

今
年
上
半
期
（
１
月
〜
６
月
）

に
発
生
し
た
火
災
と
救
急
の
概
況

を
ま
と
め
ま
し
た
（
出
火
原
因
・

損
害
額
な
ど
は
一
部
調
査
中
）。

発
生
件
数
は
17
件

　

火
災
件
数
は
昨
年
と
同
件
数
で

17
件
、
死
者
０
人
、
負
傷
者
は
昨

年
よ
り
６
人
減
の
３
人
で
し
た
。

17
件
中「
建
物
火
災
」が
12
件
、建

物
の
焼
損
面
積
は
約
５
平
方
㍍
、

損
害
額
は
約
16
万
５
千
円
で
す
。

　

出
火
原
因
は
、「
電
気
関
係
」

４
件
、「
放
火
（
疑
い
を
含
む
）」・

「
ス
ト
ー
ブ
」
各
２
件
、「
た
ば
こ
」

１
件
、「
そ
の
他
（
不
明
・
調
査

中
を
含
む
）」
８
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
「
電
気
関
係
」
は
毎
年
出
火
原

因
の
上
位
を
占
め
ま
す
が
、
こ
の

火
災
を
防
ぐ
に
は
、
コ
ン
セ
ン
ト

を
完
全
に
差
し
込
む
、
た
こ
足
配

線
を
し
な
い
よ
う
に
す
る
、
な
ど

の
注
意
を
し
て
、
冷
蔵
庫
な
ど
常

時
通
電
し
て
い
る
機
器
は
時
々
コ

ン
セ
ン
ト
を
抜
い
て
周
囲
を
清
掃

し
ま
し
ょ
う
。

　

火
災
は
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
か

ら
発
生
し
、
貴
重
な
財
産
や
尊
い

命
ま
で
奪
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

火
災
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
に

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

と
と
も
に
、
火
の
取
り
扱
い
に
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●休日夜間急患診療所 　☎ 22-7888

●医療機関案内　☎ 24-0099

休日・深夜の急病やけがのときは

内科・小児科
材木座三丁目５－ 35（地域医療センター内）
休日昼間＝９:00 ～ 11:45/13:00 ～ 16:45
夜間＝ 18:00 ～ 22:45（平日は 19:00 から）

24時間受け付け

上半期
救急出動件数と搬送人員

火災

救急

琴弾橋

武
家
の
古
都
鎌
倉

鎌
倉
市
は
皆
さ
ん
と
と
も
に
世
界
遺
産
登
録
を
め
ざ
し
て
い
ま
す

まちのスケッチ
市民通信員が

身近な話題をリポート

朱
塗
り
の
橋（
琴こ

と

弾ひ
き

橋ば
し

）
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武
家
の
古
都 

鎌
倉　

鎌
倉
市
は
皆
さ
ん
と
と
も
に
世
界
遺
産
登
録
を
め
ざ
し
て
い
ま
す

会
議
の
傍
聴
者
募
集

　

会
場
は
市
役
所
全
員
協
議
会
室

（
本
庁
舎
２
階
）。

【
景
観
審
議
会
】

　

景
観
計
画
の
実
績
報
告
に
つ
い
て

ほ
か
。

８
月
23
日
（
木
）
…
午
前
10
時
か
ら

　

先
着
５
人

申
８
月
22
日
ま
で
に
都
市
景
観
課

（
☎
61
局
３
４
７
７
）
へ

【
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
】

　

大
規
模
開
発
事
業
（
共
同
住
宅
＝

岩
瀬
、
笛
田
五
丁
目
）
に
つ
い
て
。

８
月
29
日
（
水
）
…
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分　

先
着
10
人

申
８
月
28
日
ま
で
に
ま
ち
づ
く
り
政

策
課
（
内
線
２
８
２
３
）
へ

こ
ど
も
育
成
指
導
員

を

募

集

職
務
内
容
…
子
ど
も
会
館
・
子
ど
も

の
家
で
の
遊
び
や
生
活
指
導
、
事

務
、
施
設
管
理
な
ど
。
ワ
ー
ド
・

エ
ク
セ
ル
な
ど
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン

操
作
あ
り

応
募
資
格
…
子
育
て
支
援
に
熱
心
で

健
康
な
人

募
集
人
数
…
７
人
程
度

委
嘱
期
間
…
平
成
25
年
１
月
４
日
〜

３
月
31
日
（
更
新
あ
り
）

勤
務
条
件
…
月
13
日
（
土
曜
日
の
勤

務
あ
り
）
で
１
日
５
時
間
〜
８
時

間
30
分
（
配
置
先
や
曜
日
に
よ
り

異
な
る
）

報
酬
額
…
日
額
８
千
円
以
内
（
交
通

費
別
途
支
給
）

選
考
方
法
…
10
月
２
日
に
面
接
・
論

文
試
験
、
体
力
測
定

申
申
込
書
は
８
月
27
日
以
降
に
青
少

年
課
（
本
庁
舎
１
階
、
☎
61
局
３

８
８
６
）
と
子
ど
も
会
館
・
子
ど

も
の
家
で
配
布
。
記
入
の
上
、
９

月
３
日
〜
14
日
（
土
・
日
曜
日
を

除
く
）
の
午
前
８
時
30
分
〜
正
午

か
午
後
１
時
〜
５
時
15
分
に
同
課

へ
本
人
が
持
参

『
鎌
倉
き
ら
き
ら

白
書
』
を
発
行

　

次
世
代
育
成
き
ら
き
ら
プ
ラ
ン

お

知

ら

せ

市
役
所
は
☎
23
局
３
０
０
０

…
問
い
合
わ
せ　
　

…
申
し
込
み

（
後
期
計
画
）〈
平
成
22
年
度
〜
26
年

度
〉
は
、「
子
ど
も
が
健
や
か
に
育

つ
ま
ち
、
子
育
て
の
喜
び
が
実
感
で

き
る
ま
ち
、
子
育
て
支
援
を
通
し
て

と
も
に
育
つ
ま
ち
・
鎌
倉
」
を
基
本

理
念
に
掲
げ
、
そ
の
実
現
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ラ
ン
の
23
年
度

の
推
進
状
況
を
『
鎌
倉
き
ら
き
ら
白

書
』
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　

こ
ど
も
み
ら
い
課
（
本
庁
舎
１

階
）・
支
所
・
子
ど
も
関
連
施
設
な

ど
で
確
認
で
き
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。
施

設
な
ど
で
配
布
す
る
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

版
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
添
付
し

て
い
ま
す
の
で
、
プ
ラ
ン
や
白
書
へ

の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
み
ら
い
課
☎
61
局
３
８
９
１

鎌
倉
駅
の
ブ
ッ
ク

ポ
ス
ト
を
移
動

　

現
在
、
鎌
倉
駅
構
内
に
設
置
し
て

い
る
図
書
館
の
本
の
返
却
用
ブ
ッ
ク

ポ
ス
ト
を
、
駅
構
内
に
入
ら
な
い
と

利
用
で
き
な
い
と
の
声
が
多
い
こ
と

か
ら
、
東
口
改
札
の
外
側
に
移
動
し

ま
す
（
図
）。

　

こ
の
ポ
ス
ト
は
、
Ｊ
Ｒ
鎌
倉
駅
の

ご
厚
意
に
よ
り
設
置
し
て
い
る
も
の

で
す
。マ
ナ
ー
を
守
っ
て
ご
利
用
を
。

移
動
日
時
…
８
月
31
日
（
金
）　

午

前
10
時
ご
ろ

問
中
央
図
書
館
☎
25
局
２
６
１
１

国
民
年
金
〜
こ
ん
な

と
き
に
は
届
け
出
を

　

次
に
該
当
す
る
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
人
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。
届

け
出
が
遅
れ
る
と
、
年
金
が
受
け
ら

れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
被
保
険
者
の
分
類
は
次
の

と
お
り
で
す
。

第
１
号
被
保
険
者
…
自
営
業
・
農
林

漁
業
に
従
事
す
る
人
お
よ
び
そ
の

配
偶
者
、
学
生
な
ど
で
第
２
・
第

３
号
被
保
険
者
以
外
の
人

第
２
号
被
保
険
者
…
厚
生
年
金
、
共

済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
人
（
原

則
と
し
て
65
歳
未
満
の
人
）

第
３
号
被
保
険
者
…
第
２
号
被
保
険

者
の
被
扶
養
配
偶
者

【
第
２
号
被
保
険
者
が
退
職
し
た
ら
】

　

勤
務
先
で
厚
生
年
金
や
共
済
組
合

に
加
入
し
て
い
た
人
は
、
退
職
後
は

第
１
号
被
保
険
者
に
切
り
替
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
第
１
号
被
保
険
者

に
な
る
人
は
、
年
金
手
帳
と
退
職
日

が
分
か
る
書
類
（
離
職
票
な
ど
）
を

持
っ
て
、
保
険
年
金
課
（
本
庁
舎
１

階
）
か
支
所
へ
。
第
３
号
被
保
険
者

に
な
る
人
は
、
配
偶
者
の
勤
務
先
で

手
続
き
を
。

【
第
３
号
被
保
険
者
で
、
配
偶
者
が

退
職
ま
た
は
65
歳
に
達
し
た
ら
】

　

第
１
号
被
保
険
者
へ
の
種
別
変
更

が
必
要
で
す
。
本
人
と
配
偶
者
の
年

金
手
帳
、
退
職
の
場
合
は
退
職
日
が

分
か
る
書
類
（
離
職
票
な
ど
）
を
持

っ
て
保
険
年
金
課
か
支
所
へ
。

【
第
３
号
被
保
険
者
が
収
入
増
加
な

ど
で
配
偶
者
の
扶
養
を
外
れ
た
ら
】

　

第
１
号
被
保
険
者
へ
の
種
別
変
更

が
必
要
で
す
。
年
金
手
帳
、
扶
養
か

ら
外
れ
た
日
の
分
か
る
書
類
を
持
っ

て
、
保
険
年
金
課
か
支
所
へ
。

保
険
年
金
課
☎
61
局
３
９
６
３

技
能
者
表
彰
の
推
薦

を

受

け

付

け

　

市
で
は
、
11
月
23
日
の
勤
労
感
謝

の
日
に
表
彰
す
る
優
秀
な
技
能
者
の

推
薦
を
受
け
付
け
ま
す
。
推
薦
に
は

そ
れ
ぞ
れ
の
技
能
職
団
体
ま
た
は
同

業
者
の
代
表
者
か
ら
の
推
薦
書
が
必

要
で
す
。

【
対
象
】

　

市
内
の
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る

次
の
条
件
に
該
当
す
る
人
。

①
技
能
功
労
者
…
技
能
者
と
し
て
同

一
職
業
に
30
年
以
上
従
事
。
優
れ

た
技
能
を
持
ち
、
ほ
か
の
技
能
者

の
模
範
と
な
り
、
引
き
続
き
そ
の

職
業
に
従
事
し
、
指
導
的
立
場
に

あ
る
60
歳
以
上
の
人

②
優
秀
技
能
者
…
技
能
者
と
し
て
同

一
職
業
に
15
年
以
上
従
事
。
優
れ

た
技
能
を
持
ち
、
後
進
の
模
範
と

な
り
、
引
き
続
き
そ
の
職
業
に
従

事
す
る
30
歳
以
上
56
歳
未
満
の
人

③
青
年
優
秀
技
能
者
…
技
能
者
と
し

て
同
一
職
業
に
７
年
以
上
従
事
。

青
年
優
秀
技
能
者
に
ふ
さ
わ
し
い

技
能
を
持
ち
、
将
来
を
嘱
望
さ
れ

て
い
る
30
歳
未
満
の
人

※
②
・
③
の
う
ち
、
免
許
資
格
な
ど

が
必
要
な
職
種
は
そ
れ
を
有
し
て

い
る
こ
と
が
条
件
で
す

申
８
月
13
日
〜
24
日
に
勤
労
者
福
祉

担
当
（
レ
イ
・
ウ
ェ
ル
鎌
倉
内
、

☎
47
局
１
７
７
１
）
へ

都
市
計
画
道
路
の
見

直
し
へ
ご
意
見
を

　

市
で
は
、
平
成
19
年
に
策
定
し
た

「
鎌
倉
市
都
市
計
画
道
路
の
見
直
し

の
基
本
的
な
考
え
方
」
に
基
づ
き
、

現
在
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
個
別
路
線
の
見
直
し

作
業
を
、
ス
テ
ッ
プ
①
「
見
直
し
検

討
対
象
路
線
の
選
定
」
↓
ス
テ
ッ
プ

②
「
必
要
性
の
検
証
」
↓
ス
テ
ッ
プ

③
「
課
題
解
決
策
の
検
討
」
↓
ス
テ

ッ
プ
④
「
交
通
量
の
検
証
と
総
合
評

価
」
と
、
段
階
的
に
行
う
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
①
と
②
の

内
容
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、「
都

市
計
画
道
路
の
見
直
し
方
針　

中
間

報
告
」
と
し
て
お
知
ら
せ
す
る
と
と

も
に
、
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

閲
覧
方
法
…
８
月
15
日
（
水
）
〜
９

月
13
日
（
木
）
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
で
き
る
ほ
か
、
都
市
計

画
課
（
本
庁
舎
３
階
）
で
配
布
し

ま
す

申
意
見
は
郵
便
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
９
月
13
日
（
必
着
）

ま
で
に
都
市
計
画
課
（

citypl
an@

city.kam
akura.kanag

aw
a.jp

、
℻  
23
局
８
７
０
０
、

☎
61
局
３
４
０
８
）
へ

農
地
に
必
要
な

手
続
き
・
届
け
出

【
農
地
転
用
の
手
続
き
】

　

農
地
を
資
材
置
き
場
や
駐
車
場
な

ど
農
地
以
外
に
利
用
す
る
場
合
、
た

と
え
一
時
的
で
も
転
用
の
手
続
き
が

必
要
で
す
（
場
所
に
よ
っ
て
は
転
用

で
き
ま
せ
ん
）。
許
可
を
受
け
ず
に

行
っ
た
転
用
は
農
地
法
違
反
と
な

り
、
県
知
事
の
是
正
命
令
な
ど
に
従

わ
な
い
場
合
は
厳
し
い
罰
則
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
場
合
、
土
地
所
有
者
も

罰
則
の
対
象
で
す
。

　

ま
た
、
悪
質
な
業
者
が
「
農
地
を

造
成
す
る
」
な
ど
と
契
約
話
を
持
ち

か
け
て
、
農
地
に
不
法
投
棄
を
行
う

事
例
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
安
易
な

契
約
を
し
な
い
よ
う
ご
注
意
を
。

【
農
地
の
相
続
な
ど
の
届
け
出
】

　

農
地
を
相
続
し
た
と
き
は
農
業
委

員
会
へ
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。
相

続
に
伴
う
農
地
の
権
利
取
得
を
農
業

委
員
会
が
把
握
す
る
こ
と
で
、
農
地

が
有
効
利
用
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
い

ま
す
。
同
委
員
会
で
は
、
相
続
者
が

自
分
で
は
耕
作
で
き
な
い
場
合
な
ど

に
地
元
で
借
り
手
を
探
す
な
ど
の
相

談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
農
業
委
員
会
（
内
線
２
４
８
２
）

高
齢
者
住
ま
い
探
し

相

談

会

　

高
齢
者
の
住
ま
い
探
し
に
関
す
る

不
安
や
心
配
の
相
談
に
応
じ
る
ほ

か
、「
あ
ん
し
ん
賃
貸
住
宅
」
な
ど

の
情
報
を
提
供
し
ま
す
。
要
予
約
。

９
月
４
日
（
火
）
…
市
役
所
８
２
１

会
議
室
（
第
４
分
庁
舎
）　

午
後

１
時
30
分
〜
４
時　

先
着
５
人

申
８
月
15
日
以
降
に
か
な
が
わ
住
ま

い
・
ま
ち
づ
く
り
協
会
（
☎
０
４

５
・
６
６
４
局
６
８
９
６
）
へ

就
業
構
造
基
本
調
査

に

ご

協

力

を

　

10
月
１
日
に
、
全
国
一
斉
に
「
平

成
24
年
就
業
構
造
基
本
調
査
」
が
行

わ
れ
ま
す
。
国
内
居
住
者
の
働
く
姿

を
多
角
的
に
調
べ
、
国
や
地
方
公
共

団
体
が
行
う
雇
用
対
策
の
基
礎
資
料

を
得
る
た
め
５
年
ご
と
に
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
対
象
世
帯
は
抽
出
に
よ

り
選
定
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
世
帯
の
選
定
の
た
め
、
８
月

下
旬
〜
９
月
上
旬
に
、
県
知
事
が
任

命
し
た
調
査
員
が
調
査
員
証
を
携
帯

の
上
、
戸
別
訪
問
し
ま
す
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
総
務
課
（
内
線
２
２
４
４
）

そ
ば
店

コイン
ロッカー

駅事務室

現設置場所

新設置場所

JR鎌倉駅東口改札

観
光
案
内
所

国民健康保険料　　８月分の納期限は８月31日（金）です 保険年金課☎61－3953



平成24年（2012年）8月15日　第1 1 9 4号 （６）広 報 か ま く ら

湘南絵てがみ大賞作品募集
対象は湘南地域に在住・在勤・在学の人。
テーマは「明日へ」。はがき大で画材自由。
1人3点まで。　申作品の裏面にそれぞれ、
住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号を
記入し、9/15（消印有効）までに同大賞実
行委員会（〒251－0052藤沢市藤沢496藤
沢森井ビル1階、☎0466－50－5088）へ

海上自衛隊横須賀音楽隊
鎌倉ふれあいコンサート

定員1500人。抽選。未就学児はご遠慮を。
●9/14（金）…鎌倉芸術館　18：30～20：30
申往復はがき（1枚で2人まで入場可）で催
し名、住所、氏名、年齢、電話番号を8/24
（必着）までに横須賀地方総監部広報鎌倉
ＨＰ係（〒238－0046横須賀市西逸見町1、☎
046－822－3500）へ

下水道いろいろコンクール
9/10の「下水道の日」にちなみ、絵画・ポス
ター、作文、書道、標語、新聞を募集。詳し
くは、下水道河川課（市役所分庁舎）、行政
センターにある実施要領で。　申直接ま
たは郵送で10/5（消印有効）までに下水道
河川課（〒248－8686＝住所の記載不要、
内線2403）へ

震災復興支援カラオケパーティー
参加料の一部を義援金とする。先着20人。
参加料2000円。　●8/29（水）…ミュージ
ックボックス（大船）　11：00～16：00　申
ミュージックボックス☎47－4375

湘南弦楽合奏団演奏会
先着450人。入場料900円（前売りあり）。　

市 民 情 報
伝 言 板

子 ど も
子 育 て

ちびっこチャレンジ
自由に木工教室

対象は市内の小学生以下の子ども（10歳
未満は保護者同伴）。先着20人。　●8/22
（水）…鎌倉中央公園　13：00～15：00　申
電話、ファクスまたはＥメールで催し名、
氏名、年齢、電話番号を市公園協会（☎45
－2750、℻  45－2760、Ｅpark1667@kama
kuranet.ne.jp）へ

夏休み野外映画会とミニライブ
忍たま乱太郎などの上映と三味線のミニ
ライブ。先着200人。●8/25（土）…長谷幼
稚園　18：30～20：00
申鎌倉風致保存会☎23－6621（月曜日休み）

つどいの広場講座
「お魚を作って釣って遊ぼう」
対象は未就学児と保護者。　●8/27（月）
…腰越行政センター　10：00～11：30　問
白井☎31－6416

ぷれぷれママメンテ
手遊びや紙芝居など。対象は2歳以上の未
就園児と保護者。先着10組。時間は10：15
～11：30。　●9/3（月）…長谷子ども会館
●9/10（月）…七里ガ浜子ども会館　●9/
24（月）…深沢子ども会館　申8/15以降に
青少年課（☎61－3887）へ

「こども未来賞」エッセー募集
子育てにまつわるエピソードをつづった
エッセーを募集。詳しくはホームページ
で。　問読売新聞東京本社事業開発部「こ
ども未来賞」係☎03－5159－5886（月～金
曜日の10：00～17：30）

●9/30（日）…鎌倉芸術館　14：00～16：00
問同団・青木☎090－9812－3359

市民健康課の催し
【①かまくら食育カレッジ「鎌倉野菜で実
習＆漬物づくり」】　鎌倉野菜の種まき、
収穫、漬け込み、発酵。対象は市内の人。先
着20人。材料費・交通費などは実費。　●8/
23、11/1、12/6、来年2/14の木曜日で4回…
大町の畑（8/23は市役所集合、以後現地集
合）　9：30～12：00
【②かまくらの食を楽しもう！「かまくら
食育交流会」】　骨密度測定、食育紙芝居
劇、食事相談など。　●9/1（土）…イトー
ヨーカドー大船店　10：00～13：00
【③フットケア講座】　足指の手入れやつ
めの切り方など。対象は市内の65歳以上
の人。各先着20人。時間は10：00～12：00　
●9/4（火）…たまなわ交流センター　●9/
21（金）…福祉センター
【④認知症相談】　介護福祉士などが対
応。対象は市内在住で認知症の人を介護
している家族など。先着3組。　●9/8（土）
…市役所104会議室（本庁舎1階）　13：30
～16：30
【⑤あかちゃんと一緒・食育ランチ】　大
人の食事から取り分けて簡単に離乳食を
作る。対象は市内の7～8カ月ごろの赤ち
ゃんと保護者。先着8組。食材費ほか700円。
●9/10（月）…福祉センター　10：00～12：00
申①と③～⑤は8/15以降に市民健康課
（☎61－3976）へ。②は当日直接会場へ

敬老祝賀行事
寄席、よさこいキッズしちりの踊り、鍼
（はり）・マッサージ体験など。対象は市内
在住の人。鍼・マッサージ体験のみ1回500
円。　●9/8（土）…今泉さわやかセンター　
9：00～16：00　問同センター☎45－4611

「デイ銭湯」参加者募集
対象は介護保険の認定を受けていない市
内在住の60歳以上の人。定員は各銭湯の
各曜日で先着15人。新規の人を優先。利用
料は1回250円。期間は9/3（月）～11/16
（金）の全8回。時間は9：30～12：00。

実施場所 電話番号 曜日
ひばり湯（大船） 46－5324 月・金
野田の湯（台） 43－0126 月・金
清水湯（材木座） 22－4697 火・水
常楽湯（台） 46－4224 火・水
栗田湯（岩瀬） 46－4669 水・木
申8/15以降に希望の銭湯へ

「公園で見つけた素敵な一瞬」
フォトコンテスト

市内の公園で撮影した写真を募集。入賞
作品は鎌倉中央公園（10/1～11/5）と鎌倉
駅地下道「ギャラリー50」（11/7～13）に展
示。副賞あり。応募締め切りは9/15（必
着）。詳しくは問い合わせを。　問市公園
協会☎45－2750

かまくら銀幕上映会
定員600人。入場料1400円（シニア1000円、
前売りあり）。会場は鎌倉芸術館。　●「ベ
ニスに死す」…8/28（火）　11：00と14：00
からの2回　●「おとなのけんか」…9/4
（火）　10：30、12：45と15：00からの3回　
問ドリーム・アーツ☎03－5969－8081

「ちづる」自主上映会
自閉症児のドキュメンタリー映画。先着
280人。　●9/16（日）…鎌倉生涯学習セン
ター　13：00～16：00　問発達障がい児者
支援グループ「ふれんど」☎22－1614

鎌倉福祉まつり
模擬店、バザー、子ども広場ほか。宮城県
山元町の復興支援物品販売もあり。　●9/

2（日）…福祉センター　10：00～14：00
【バザー寄付物品の受け付け】　受付物品
については問い合わせを。時間は10：00～
15：00　●8/20（月）・21（火）…腰越・深沢・
大船・玉縄支所　●8/22（水）・23（木）…福
祉センター
問市社会福祉協議会☎23－1075

清和納涼祭
模擬店や作品販売など。　●8/25（土）…
鎌倉清和園　17：00～18：30　問同園・前
野☎46－8700

湘南フェスタ
ハワイアンフェスティバル。　●9/8（土）
…鎌倉海浜公園稲村ガ崎地区　10：00～18：
00　問湘南フェスタ実行委員会☎0466－
53－4112

ゆめ観音アジアフェスティバル
アジア各国の民族舞踊、エスニックフー
ドの模擬店など。入場料500円（一部を「ア
ジアを支援する民際基金」への義援金と
します）。　●9/8（土）…大船観音寺　12：
00～20：30　問ゆめ観音実行委員会☎43－
1561

かまくら「長谷の市」
長谷寺会場での出店者を募集。対象は市
内の人。先着40人。出店料は物販は3000
円、飲食は5000円。　●10/21（日）…長谷
寺　9：00～16：00　申はがきで催し名、住
所、氏名、年齢、電話番号、販売内容を同実
行委員会・赤根泰光（〒248－0016長谷3－
7－21雷神堂内、☎23－6698）へ

そなえる鎌倉　連続シンポジウム
大地震や津波に備えるためのレクチャー
やワークショップなど。対象は市内の人。
先着30人。　●8/26（日）…材木座公会堂　
14：00～17：00　問ひと・まち・鎌倉ネット
ワーク☎60－4906

講演会・日本を愛した「敵国」大使
日米開戦時のグルー駐日米国大使
先着50人。参加料500円。　●9/16（日）…
鎌倉生涯学習センター　10：00～11：30　
申電話かＥメールで催し名、住所、氏名、

電話番号またはＥメールアドレスを自然
環境と人間生活を考える会・渡邉（☎090
－4710－3790、Ｅm10nabe@live.jp）へ

玉縄歴史アカデミア
戦国北条氏と鎌倉そして玉縄城
先着140人。参加料1000円。　●10/8（月・
祝）…清泉女学院中学高等学校　13：30～
17：30　申8/20以降に往復はがきで催し
名、住所、氏名、年齢、電話番号を玉縄城址
まちづくり会議（〒247－0073植木425－
16、☎45－7411）へ

プッチーニ作曲
オペラ「蝶々夫人」

入場料4000～6000円。会場は鎌倉芸術館。
●9/8（土）…18：00～21：30　●9/9（日）…
14：00～17：30　申グランベーネ歌劇団・
大久保☎045－811－3232

東日本大震災“被災の子どもたち”
支援コンサート女声合唱かまくらの風

定期演奏会
定員1500人。入場料1000円。　●9/17（月・
祝）…鎌倉芸術館　14：00～16：30　申フ
ァクスかＥメールで催し名、住所、氏名、
電話番号、Ｅメールアドレスを女声合唱
かまくらの風・平野（℻  ・☎24－7727、
Ｅkamakurano-kaze@hotmail.co.jp）へ

身体にいい音楽会
クラシックコンサート。先着430人。入場
料3000円（ペア割引あり）。　●9/23（日）
…藤沢市民会館（藤沢市鵠沼東）　14：00
～16：30　問癒しの医療を考える会☎045
－942－5965

ファイナンシャルプランナーに
よるサロンセミナー

各先着10人。参加料5000円。午後のセミナ
ー後にＦＰ相談会（1回5000円）あり。セミ
ナーは金曜コースと土曜コースあり。会場
はFＰサポート事務所（小町）。　●セカン
ドライフセミナー…9/7～29の午前で4回
●エンディングノート作成セミナー…9/
7～29の午後で4回　●ＦＰ相談会…午後
のセミナー終了後　申鎌倉ＦＰサポート
☎55－4008

市民活動市民活動市民活動
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会
員
は
、
風
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波
、
潮
の
流
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を
動
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と
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て
、
星
の
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の
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す
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カヌーを製作する様子

　

現
在
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
南

伊
豆
に
漂
着
し
た
大
木
と
の
出
会

い
か
ら
始
ま
っ
た
カ
ヌ
ー「M
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K
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号
」
建
造
で
す
。
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」
は
、
大
木
の
傍
ら
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当
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の
創
始
者
・
故
タ
イ
ガ
ー
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ス
ぺ
リ
の
守
護
神
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が
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た
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と
か
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命
名
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れ
ま
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、
ポ
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ネ
シ
ア
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カ
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昇
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、
ラ
は
太
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味
し
、

「
日
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と
こ
ろ
の
子
ど
も
た
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と
い
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大
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は
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さ
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㍍
、
重
さ

約
５
㌧
。
今
年
４
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、
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民

族
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島
の
フ
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ダ
ン
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巨
匠
、
タ
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ポ
ウ
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ガ
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さ
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に
よ
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建
造
と
航
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の
安
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と
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モ
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に
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し
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く
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の
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保
管
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て
い
ま

す
。
興
味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
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文 化 施 設

講座・教室
展示

ス ポ ー ツ
アウトドア

玉縄学習センター
【そば打ち体験】　対象は市内の人。定員
16人。抽選。材料費800円。　●9/19（水）…
9：30～13：30　申往復はがきで催し名、住
所、氏名、年齢、電話番号を9/5（必着）まで
に同センター（〒247－0072岡本2－16－
3、☎44－2219）へ

鎌倉青少年会館
【①ひとりでできるかな？】　歌や工作で
友だちとの関わりを学ぶ。対象は市内在
住の2歳6カ月以上の未就園児と保護者。
各先着8組。教材費300円。時間は10：30～
12：00。　●どんぐりコース…9/5、10/10、11/
7・28の水曜日で4回　●こすもすコース
…9/7、10/12、11/9・30の金曜日で4回
【②こども習字教室】　対象は市内在住の
小学3～6年生。各先着12人。材料費1回300
円。　●9/5～来年3/6の第1・第3水曜日…
15：30～17：00
【③季節のアート　2学期】　対象は市内
の小学生。各先着12人。材料費500円。　●
9/8、10/20、11/17、12/1、12/22の土曜日で
5回…午前コース＝10：00～12：00、午後コ
ース＝14：00～16：00
【④きりんさんのこどもクッキング】　タ
コライスを作る。対象は市内の小・中学
生。先着16人。教材費400円。　●9/9（日）
…10：00～12：00
【⑤親子リトミック　秋クラス】　音楽・
リズムを楽しむ。対象は市内在住の1歳5
カ月～2歳5カ月の子どもと保護者。定員8
組。抽選。教材費300円。　●9/12・26、10/
17・31、11/21、12/5の水曜日で6回…10：30
～11：30
【⑥たのしい英語教室】　遊びながら英語
を学ぶ。対象は小学生。先着10人。教材費
100円。　●9/15～12/15の土曜日で8回…
14：30～15：30
申①～④と⑥は8/17以降に電話か直接、
⑤は往復はがきで催し名､住所､保護者･
子どもの氏名（ふりがな）､子どもの性別・
生年月日､電話番号を8/25（消印有効）ま
でに同館（〒248－0002二階堂912－1､☎
23－7530）へ

玉縄青少年会館
【①臨時休館】　修繕工事のため9/2（日）
は休館します。
【②季節を楽しむパステル画】　対象は市
内の小学3年生以上の人。先着8人。教材費
50円。　●9/8（土）…10：00～11：30
【③きらきらサロン うたあそび★てあそ
び】　簡単なおもちゃづくりも。対象は2
歳以上の未就園児と保護者。先着12組。　
●9/12（水）…大船第一子ども会館　10：30
～11：30
【④忙しい人のための「夜ヨガクラス」Ⅱ】
対象は青少年とその家族（小・中学生は保
護者同伴）。先着10人。　●9/13・27、10/11・
25、11/8の木曜日で5回…19：00～20：30
問申②～④は8/17以降に電話か直接（8/
17は電話のみ）同館（☎44－0480）へ

鎌倉芸術館
高校生以下は半額（Ｓ席以外）。未就学児
は入場できません。
【ピアソラ没後20年　リシャール・ガリア
ーノ七重奏団～Piazzolla Forever】　
出演はリシャール・ガリアーノさん（アコ
ーディオン、バンドネオン奏者）ほか。曲
目はピアソラ：リベルタンゴ、バッハ：管
弦楽組曲ほか。料金はＳ席5000円、Ａ席
4000円。　●9/16（日）…15：00開演

【かまくらプレミアム・オーケストラ・シ
リーズ　ウラディーミル・フェドセーエ
フ指揮/チャイコフスキー・シンフォニ
ー・オーケストラ（旧モスクワ放送交響楽
団）】　出演は上記のほかに、小山実稚恵
（ピアノ）さん。曲目はラフマニノフ：ヴォ
カリーズ、チャイコフスキー：交響曲第6
番ロ短調作品74「悲愴」ほか。料金はＳ席1
万円、Ａ席8000円、Ｂ席6000円。　●10/13
（土）…15：00開演
申鎌倉芸術館チケットセンター☎0120－
1192－40（9：00～19：00）

学校水泳プールの開放時間の
変更について

広報かまくら7/15号で、8/24の腰越小学
校のプール開放時間を10：00～16：00とし
ていましたが、12：00～16：00に変更しま
す。　問スポーツ課☎43－3419

初心者女性ソフトボール教室
対象は市内の16歳以上の女性。先着30人。
●9/8～11/10の第2土曜日で3回…深沢多
目的スポーツ広場　9：00～12：00　申8/
15以降に電話かＥメールで催し名、住所、
氏名、年齢、電話番号を鎌倉市ソフトボー
ル協会事務局（☎47－0107、Ｅsusushim
ada@gmail.com）へ

神奈川県跆拳道（テコンドー）
選手権大会出場者募集

参加料4000円。　●9/2（日）…鎌倉武道館
9：00～17：00　申8/25までに鎌倉市跆拳
道協会（☎46－6869）へ

みどりのボランティア
史跡や緑地の手入れ。9：30現地集合、12：
00終了予定。　●8/25（土）…御谷山林　
●9/1日（土）…建長寺回春院　申鎌倉風
致保存会☎23－6621（月曜日休み）

古都鎌倉史跡めぐり
【Ｂコース「扇ガ谷・雪ノ下の名刹（めいさ
つ）に秋の花を愛でる」】　浄光明寺、海蔵
寺など。約3km。参加料ほか1300円。　●9/
18（火）・24（月）・26（水）・28（金）…9：00～
9：30に鎌倉駅西口時計台広場で受け付
け、13：00ごろ宝戒寺で解散
【Ｃコース「小泉八雲の“明治の鎌倉”」】　
高徳院、長谷寺、江島神社など。約4km。参
加料ほか1740円。　●9/4（火）・12（水）…
9：00～9：30に鎌倉駅西口時計台広場で受
け付け、15：00ごろかながわ女性センター
で解散
申はがきかファクスでコース名、希望日、
住所、氏名、電話番号を実施日の1週間前
までに鎌倉ガイド協会（〒248－0014由比
ガ浜4－1－1､℻  24－6523、☎24－6548）へ。
同協会ホームページからも申し込み可

円覚寺の史跡と秘宝を訪ねて
特別拝観もあり。先着40人。参加料1500
円。　●9/25（火）…円覚寺　御朱印受付
所・売店前に13：00集合、16：00解散　申は
がきかファクスで催し名、住所、氏名、電
話・ファクス番号を鎌倉の世界遺産と秘
宝を訪ねる会・加藤ナミ子（〒251－0046
藤沢市辻堂西海岸1－9－7、℻  ・☎0466－
33－3722）へ

45初心者社交ダンス講習会
各先着6人。参加料1回500円。　●9/2～10/
28の日曜日…白石ダンススタジオ西鎌倉
11：00～12：00　申8/15以降に神奈川県45
ダンス連合・林（☎090－6707－9335）へ

ゴルフレッスン会
各部先着20人。費用は月曜コース1万1200
円、火曜コース1万1000円（ボール代含
む）。会場は七里ヶ浜ゴルフ場。1部＝9：00
～10：00、2部＝10：30～11：30。　●月曜コ
ース…9/3～24で4回　●火曜コース…9/
4～25で4回　申鎌倉シニアゴルフ友の会･
北原☎31－3608

基礎手話講習会
対象は入門手話講習会修了者か同程度の
手話を使える人。先着30人。テキスト代
1470円。　●9/6～来年1/31の木曜日で20回
…福祉センターほか　18：45～20：45　申
8/15以降に障害者福祉課（☎61－3974）へ

水上安全法救助員養成講習Ⅰ
プールでの水の事故防止、事故者の救助
と応急手当など。対象は県内在住の18歳
以上で、500ｍ以上泳げ、立ち泳ぎ3分以
上、潜行を15ｍ以上でき、全日程参加でき
る人。先着30人。教材費2100円。　●9/9
（日）～12（水）で4回…鎌倉海浜公園水泳
プールほか　9：00～17：00　申8/15以降
にはがきで催し名、住所、氏名、年齢、生年
月日、電話番号を日赤鎌倉市地区事務局
（生活福祉課内、〒248－8686住所の記載
不要、☎61－3958）へ

かがやくシニアの健康づくり講座
はつらつ笑顔で貯筋体操

ストレッチ・体操など。対象は市内在住の
65歳以上の人。各先着20人。　●9/12
（水）・14（金）…徳洲会スポーツセンター
かまくら　10：00～12：00　申8/15以降に
同会地域包括支援センター湘南鎌倉（☎41
－4013）へ

ＮＰＯセンター鎌倉パソコン教室
無料体験

対象は市民活動に関心のある人。各先着15
人。　●8/23（木）…ＮＰＯセンター鎌倉   
10：00～11：30、13：00～14：30　申8/15以
降に同センター（☎60－4555）へ

鎌倉シチズンネットの催し
会場は鎌倉ＩＴサロン深沢教室。
【①シニアと主婦のやさしいデジカメ～
撮影からパソコン取り込み、印刷まで】　
先着12人。受講料1万3440円。　●9/7～10/
26の金曜日で8回…10：00～12：00
【②市民のためのやさしいパソコン講座】
各先着10人。有料。詳しくは問い合わせ
を。　●デジカメ写真を愉（たの）しく編
集　●ワードでラベル作り　●実用ワー
ド・エクセル実践編　●個人ワンポイン
ト講座…希望の日時で1回2時間（月・水曜
日を除く）
申8/15以降に鎌倉シチズンネット（①は
☎40－1578、②は☎95－3003）へ

ＩＣＰ鎌倉地域振興協会の催し
各定員5人。抽選（③は先着）。会場はＩＣ
Ｐ大船事務所。
【①実務に役立つ！Ｅｘｃｅｌ実践講習会】　
受講料8000円（別途テキスト代）。　●基
礎編…9/5～14の水・金曜日で4回　18：15
～20：15　●応用編…9/19～28の水・金曜
日で4回　18：15～20：15
【②少人数でゆっくり！地図・写真入り案
内状の作成講座（Ｗｏｒｄ）】　受講料6000

円（別途テキスト代）。　●9/6～27の木曜
日で4回…13：30～15：30
【③シニア情報生活アドバイザー養成講
座】　パソコンの活用法を指導する人を
育成。資格認定試験あり。受講料3万円（別
途テキスト代）。　●10/2～23の火・土曜
日で7回…13：30～16：30
申①②は8/27までに、③は8/16以降にフ
ァクスかＥメールで催し名、住所、氏名、
年齢、電話番号を同協会（℻  ・☎44－0881、
Ｅicp2001mt＠ybb.ne.jp）へ

鎌倉同人会歴史講座
「平清盛の人間像とその時代」
講師は内海恒雄さん（歴史研究家）。先着
45人。参加料1000円。　●9/27（木）…福祉
センター　13：30～16：00　申8/15以降に
はがきで催し名、住所、氏名、電話番号を
同会事務局・小川恭助（〒248－0035西鎌
倉1－15－4、☎32－6513）へ

精神保健福祉ボランティア
基礎講座

対象は市内の人。定員25人。抽選。参加料
ほか3000円。　●10/10～来年2/27の水
曜日で12回…福祉センター　10：00～12：00
申はがきで催し名、住所、氏名、電話番号
を9/15（必着）までに同講座運営委員会
（〒248－0012御成町20－21市社会福祉協
議会内、☎23－1075）へ

生活の知恵教室
会場は笛田リサイクルセンター（※を除
く）。　●カルトナージュの写真立て…9/
3（月）　10：00～15：00　定員15人　費用500
円　●きものや手持ち布から作務衣（さ
むえ）…9/5・19の水曜日で2回　10：00～
15：00　定員15人　●パッチワーク入門
～エンゼルトランペットのバッグ…9/
10・24の月曜日で2回　13：30～15：30　定
員20人　●※裂き織りでコースター…玉
縄学習センター　9/12（水）　9：50～11：
50　定員10人　費用400円　●布ぞうり
づくり…9/13（木）　10：00～15：00　定員
20人　費用700円　●裂き織り～初級編2
種…9/20（木）　10：00～15：00　定員10人
費用700円　●裂き織り～中級編3種…9/
20（木）　10：00～15：00　定員12人　費用
800円・900円　申8/16以降に鎌倉リサイ
クル推進会議（☎32－9094、平日の10：00～
16：00）へ

静墨展
書道展。　●9/6（木）～11（火）…ゴールデ
ンギャラリー（ＪＲ桜木町駅前）　10：00
～18：00　問日本総合書芸院静墨会・元松
☎090－1254－4232

スケッチの会水彩画展
●9/14（金）～19（水）…鎌倉芸術館　10：00
～17：00　問同会☎045－832－4155

神奈川県女流美術家協会展
【出品】　対象は県内の女性。出品料1点
8000円。詳細は出品規定を参照。
【展示】　●10/23（火）～29（月）…横浜市
民ギャラリー（横浜市中区）　10：00～18：
00（10/29は16：00まで）
申出品希望者は郵送で催し名、住所、氏
名、年齢、電話番号、80円切手を同封し同
協会（〒244－0003横浜市戸塚区戸塚町14
20－2、☎090－3433－2785）へ。出品規定
を返送します

話し方講座　実践コース（1）
先着20人。参加料1万円。　●9/3～12/17
の第1・第3月曜日で8回…鎌倉生涯学習セ
ンター　18：30～20：30　申8/15以降に湘南
話し方の会・杉山（☎045－821－6480）へ
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図１　鎌倉市の将来の人口状況（公共施設白書作成時の推計） 図２　保有する施設の築年数

図３　公共施設の維持・更新にかかるコスト試算
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 講演会・公開講座（各先着100人）

 体験教室（★は要予約。電話か直接同センターへ）

 サークル発表会・演奏会

 販売

 各種催し

鎌倉は昭和33年に
平和都市を宣言しました
　鎌倉市は、昭和33年8月に核兵器
の廃絶と世界恒久平和の確立、歴史
的文化遺産を持つ鎌倉の平和を守り
続けるという決意のもとに、平和都市
であることを宣言しました。これは、
市民有志の請願を市議会が全会一致
で採択したことを受けたものです。
　市では、平和について市民の皆さ
んと考えていこうと、毎年、市民によ
る平和推進実行委員会と協働で、憲
法記念日のつどいや市内小・中学校
での出前講話などさまざまな事業を実
施しています。

平和都市宣言
われわれは、日本国憲法を貫く平和精神
に基いて、核兵器の禁止と世界恒久平和
の確立のために、全世界の人 と々相協力
してその実現を期する。多くの歴史的遺跡
と文化的遺産を持つ鎌倉市は、ここに永
久に平和都市であることを宣言する。

公
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設
の
更
新
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が
明
ら
か
に

教養センター文化祭
　会場は教養センター（笛田二丁目）。どなたでも
参加できます。料金記載がないものは無料です。

教養センター☎32－1221

９／８（土）・９（日）

催し名 ９月 講師（敬称略）
オープニングイベント　
ジャズ演奏

８（土）
９：45～9：55

ディキシーランド・
ジャズ演奏

８（土）
10：00～11：00

マジックショー＆
マジック教室

８（土）
13：40～15：00 マジック同好会

公開講座
「源頼朝と鎌倉仏教」

９（日）
13：30～15：00

米納市夫（鎌倉
ガイド協会会員）

催し名 ９月
ブックバザー、作品即売会（陶芸・
小盆栽・山野草・レジン・手芸品）

８（土）10：30～15：00
９（日）10：00～15：00

リサイクルバザー ８（土）10：30～15：30　
９（日）10：00～12：00

野菜販売 ８（土）・９（日）10：30～
海産物販売 ８（土）・９（日）10：30～
東日本大震災被災地特産品販売 ８（土）・９（日）10：30～
弁当販売（大船軒） ８（土）・９（日）11：00～
模
擬
店

いずれも11：00から。はまなみ＝８（土）／工房ひし
めき＝８（土）・９（日）／虹の子作業所＝８（土）・９（日）

催し名（参加費） ９月
お茶席　
（一般200円、小学生以下100円）

８（土）10：30～14：00
９（日） 10：00～14：00

ビデオ作品発表と
編集相談コーナー ９（日）10：30～15：30

碁会所 ９（日）10：00～15：30
似顔絵　
（一般400円、小学生以下200円）９（日）10：00～14：00　

催し名 ９月 出演者（敬称略）

オカリナ演奏 ８（土）　
11：15～11：35 ポレポレオカリーナ

民謡・日舞発表会 ８（土）　
11：35～13：30

民謡愛好会・新日本舞
踊の会・紅扇会

フラダンス発表会 ９（日）　
11：20～13：00

ロゼラニ・プアリリア・
モキハナ・レフア

ハワイアンバンド演
奏とフラダンス

９（日）　
13：15～14：30

ハワイアンバンドと
フラダンスサークル

延床面積
(千㎡)

催し名（参加費） ９月 定員
親子陶芸体験教室 ★　
（1500円）

８（土）
10：30～15：30 先着12組

ちぎり絵体験教室　
（500円）

８（土）
10：30～15：30

午前・午後
各先着10人

子ども遊びコーナー ８（土）・９（日）10：30～15：30
竹細工体験コーナー
花かご作り ★　（500円）

９（日）
10：00～15：30 先着24人

おもちゃ病院　
（修理用部品などは実費）９（日）10：00～15：30

文化人権推進課☎61ー3872

(歳)

建築年

建築年

平成22年度
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の平均

今後40年間
の平均

現在

20.2億
円／年

55.9億
円／年

今後

3%

ほぼすべての
施設が老朽化
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◎このままでは…

老朽化老朽化

　試算では、現在保有する多くの
公共施設を今後40年間にわたり良
好に維持管理す
るためには、現
在の約2.8倍の
規模の予算が必
要になります。

使えなくなる
おそれ

◎今後必要な取り組み
　このことから、今後行うべき改
修などの予算を全て確保すること
は難しく、施設
の老朽化により
運営に支障が
出ることも予想
されます。

財源不足

　もし、現在の予算で適正な維持
管理を行おうとすると、単純計算で
は約65％の施設を減らさなくてはな
りません。
　このため、今後は公共施設のマ
ネジメントを推進し、施設の適切な
規模とあり方を考え、例えば次のよ

うな取り組みを検討しなければな
りません。
【考えられる取り組み事例】　
◎施設の複合化・統廃合
◎機能の見直し、運営面の効率化
◎民間・周辺自治体との機能の連携

など


